
電話番号

②成果参考指標の目標（実績）と施策の現状、及びその評価

年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 単位 年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 単位

目標値 93.6 93.6 94.4 96.0 目標値 75.6 80.4 87.7 95.0

取組目標値 取組目標値

実績値 90.9 94.2 94.2 実績値 67.7 72.4 81.3

達成率 － 100.7 100.7 － ％ 達成率 － 95.8 101.2 － ％

目標値 目標値

取組目標値 取組目標値

実績値 実績値

達成率 － － － － ％ 達成率 － － － － ％

③評価時点での施策目的に対する現状

④総合的な評価

⑤課題の認識

⑥今後の取組みの方向性

評価時点での総合的
な評価

Ａ:順調に進んでいる
Ｂ:概ね順調に進んでいる
（見直す点がある）
Ｃ:あまり順調に進んでいな
い

・県内３空港は、適切な維持管理により、航空機の安全運航が確保されているが、滑走路などの空港施設の機能を適切に
  発揮させるためには、日々の施設の巡回点検や維持管理に加え、老朽化が進む施設・設備などを計画的に補修・更新
  していく必要がある。
・県内３空港の施設整備（改修）を計画的に進めているが、ターミナルビル改修など、さらなる改善を求める声も多い。
・物流拠点港の岸壁や防波堤の整備は、目標を超える整備率となった。
・港湾施設の老朽化が進んでおり、限られた予算の中、計画的な修繕・更新が必要となっている。

B

判断

①施策の目的等

施策の名称

（１）平成３１年度
末の施策目的の達成
状況（予測）
Ａ:達成できる
Ｂ:概ね達成できる
Ｃ:達成は困難

判断 その理由（④の「判断」と異なる「判断」の場合のみ記載）

B

（２）施策の目的達
成に向けての課題

【空港】
・滑走路等の空港施設の機能を適切に発揮させるためには、日々の施設の巡回点検や維持管理に加え、老朽化が進む施設・設備等を計画的に
　補修・更新していく必要がある。
・出雲縁結び空港駐車場拡張や隠岐世界ジオパーク空港ターミナルビル拡張など県内３空港の利便性向上に向けた取組を着実に進める必要がある。
【港湾】
・集貨対策、クルーズ客船の誘致などのポートセールス活動の継続実施が必要である。
・計画的な施設整備を行うための予算の確保が必要である。
・計画的な港湾施設の維持修繕、更新を行い、施設の長寿命化を図るとともに、費用を平準化していく必要がある。
・浜田港ふ頭は、石炭やPKS（ヤシ殻）などの新規貨物需要に対応するには手狭となっている。
・西郷港小田地区ふ頭は、隠岐島内から島外への原木出荷に伴い利用が拡大しているが、手狭となっている。

課題解決に向けての
今後の取組みの方向
性

【空港】
・空港の施設・設備は、巡回点検を適切に実施し、長寿命化を図る。
・空港機能を保持するため、中長期的な補修・整備・修繕計画を定め、計画的な整備を行う。特に基本施設（滑走路、誘導路、エプロンなど）及び
　灯火電源施設は、調査により老朽化状況を把握し、更新・改良を計画する。
・県内３空港の利便性向上に、引き続き、努めていく。
【港湾】
・浜田港においては、福井４号線の開通などによる機能向上を踏まえ、浜田港拠点化形成研究会（67団体で構成する広域的連携組織）とともに、
　ポートセールス活動（集貨対策、クルーズ客船誘致）に継続して取り組む。
・限られた予算を有効に活用して港湾整備を行うため、コストの縮減を図りつつ、優先順位を勘案して整備を進める。
・維持管理計画が未策定の港湾施設（防波堤、臨港交通施設（橋梁、トンネル））の計画を平成31年度までに策定し、適切な維持管理を図る。
・改訂した浜田港の港湾計画に基づき、浜田港ふ頭の拡大などの整備を着実に進め、さらなる機能強化を図る。
・西郷港小田地区の港湾計画を変更し、手狭となっている西郷港小田地区のふ頭用地の確保や岸壁等の不足解消を図る。

%

その理由

施策Ⅰ－６－３　空港・港湾の維持・整備

　物の流れや、人の流れを支える空港・港湾の機能の維持向上が図られるよう適正な管理を行うとともに、計画的な整備を進めます。

数値目標

成果参考指標の実績
等の補足説明（任意
記載）

評価時点で施策目的
に対する現状
（客観的事実・データなどに
基づいた施策の現状や取組状
況）

数値目標

定性目標

平成28年度～平成31年度

事務事業所管部局長
（幹事部局） 土木部長　真田晃宏 0852-22-5182

【空港】
・日々の空港維持管理に努めた結果、維持管理・空港設備の不備による欠航の無い状態を継続できているが、施設・設備・車両などの老朽化に伴い
   補修管理費用が増加している。
・県内３空港の利便性向上に取り組んでいる。（出雲縁結び空港／駐車場利用に関するアンケート調査を実施し、約200台の増設などを行う整備内容
   をとりまとめた。隠岐世界ジオパーク空港／混雑解消策として、今夏の待合室座席の1割程度の増設などのほか、搭乗待合室や手荷物受取所の改修
   を計画中。萩・石見空港／サイクルステーションの設置）
【港湾】
・岸壁や防波堤の整備は目標を達成したが、港湾施設の老朽化が進んでおり、限られた予算の中、計画的な修繕・更新が必要となっている。
・県管理18港湾の港湾施設の維持管理計画策定を着実に進め完了に近づいている。
・県管理港湾の平成２９年の取扱貨物量は、707万トンで前年比104％となっている。
・浜田港の港湾計画を平成29年11月に改訂した。
・浜田港では、臨港道路福井4号線が開通し、コンテナ貨物などの輸送が効率化したほか、平成30年度中には、新たな荷役クレーンの整備が
  完了予定である。

施策評価シート 評価実施年度： 平成３０年度

物流拠点港の岸壁の整備
率

% 物流拠点港の防波堤の
整備率

目的



（単位：千円）

1 2,185,787 3,735,696 港湾空港課

2 1,635 1,317 港湾空港課

3 522,161 556,499 港湾空港課

4 389,580 843,201 港湾空港課

5 535,478 566,112 港湾空港課

6 152,329 548,251 港湾空港課
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港湾整備事業

港湾計画事業

境港管理事業

港湾維持管理事業

空港維持管理業務

空港機能保持事業

施策Ⅰ－６－３　空港・港湾の維持・整備

所管課名

施策の名称

前年度
事業費

目的（意図）事務事業名
今年度
事業費

貨物の運送や荷役が安全で効率的に行えるようにする。

利用者ニーズを的確に把握し、港湾施設管理の向上を行い、取扱貨物量を伸張させ
る。

空港の維持管理運営を適切に行う。

施設や設備が適切に更新・改良されることにより、空港施設の機能を良好に保持する。

港湾機能の安全性、利便性に配慮し、効率的な港湾整備計画を立てる。

港湾機能の安全性、利便性に配慮し、適切な港湾管理を行う。

施策評価シート別紙２（事務事業一覧）


